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必須科目Ⅰ Ⅰ―１ 

(1)課題

1)ハードウェアの故障を前提としたシステム構築 （冗長化の観点）

大規模化したシステムにおいてハードウェア・ソフトウェアの連携が重要である。ハードウェアはシステムの基盤となる

ため、故障が発生するとシステム復旧に時間を要する場合がある。このため、効率的な開発に加えて、冗長性を検討す

る必要がある。したがって。冗長化の観点の課題はハードウェアの故障を前提としたシステム構築である。 

2)システム全体を理解できる技術者の育成 （教育の観点）

大規模化したシステムの開発においてソフト開発者は専業となる場合が多い。ハードの特性を理解しないまま、開発

を進めることで、ハードウェアとソフトウェアの不整合が発生する。このため、両社の特性について学んだうえで開発に

取り組む必要がある。したがって、教育の観点の課題はシステム全体を理解できる技術者の育成である。 

3)定量的なシステム試験の実施 （システム試験の観点）

システム試験において、入力と出力の確認しかしないことで、表面的な確認しかできず、内部の異常を見落とし運用

中の不具合に至る。このためソフトの入出力の確認に加えて、ハードウェアの数値も確認することで、システム全体の

健全性を把握する必要がある。したがって、システム試験の観点の課題は定量的なシステム試験の実施である。 

(2)最も重要な課題とその対策

最も重要な課題はハードウェアの故障を前提としたシステム構築である。その理由は、故障部位によってはシステム

停止が発生し、利用者への影響が大きくなるためである。上記に対する解決策を 3 つ以下に記載する。 

1)ホットスタンバイによる冗長化

サーバを複数台用意し、それらをホットスタンバイで運用する。データを常に同期しておくことで、故障が発生した場合

のダウンタイムを最小限にし、運用への影響を小さくする。 

2)VRRP による冗長化

システムを構成するうえでネットワークは重要である。特にルータは接続される端末数が多いため、故障した場合の影

響が大きい。このためルータ冗長化機能である VPPR を使用し、複数台で運用することで、ダウンタイムを最小限にす

る。切り替えによるタイムラグがあるため、サーバにはリトライ機能を実装しておく。 

3)故障検知機能の実装

 冗長化によって、システムに対する影響が小さくなるため、影響が表面化せず、故障を見逃す可能性がある。このた

め、故障検知機能を実装することで、早急な交換・復旧ができるようにしておく。 

(3)新たに生じるリスクと対策

1)リスク

冗長化によって機器が増えるためサイバー攻撃のリスクが増加する。 

2)対策

ファイアウォールによる侵入対策とぺネトレーションテストによる脆弱性対策を実施する。

(4)技術者としての倫理と、持続可能性の要件

1)倫理

冗長化したシステムの構築やシステム試験を根拠ある方法で実施し可用性を高めることで、システム停止を防ぎ、公

衆の利益に寄与する。 

2)持続可能性

ホットスタンバイによって消費電力が増加するため、システムに対する重要度に応じて、コールドスタンバイを組み合

わせ消費電力削減に取り組む。 
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選択科目   電力エネルギーシステム 

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門    電気電子 部門  

専門とする事項   

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

受験番号 

問題番号  Ⅰ －      

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

２ 

( 1 ) ３ つ の 課 題  

① 電 力 安 定 供 給 の 観 点 ：  

 E V の 充 電 量 は 一 般 家 庭 の 需 要 に 比 し て 大 き く 、 電

力 系 統 に と っ て 相 応 の 負 担 で あ る 。 今 後 E V の 普 及 に

よ り 多 く の 車 が 一 斉 に 充 電 を 行 う と 、 電 圧 の 変 動 な ど

の 影 響 が 大 き く な る 。 さ ら に 、 蓄 電 池 の 大 容 量 化 ・ よ

り 一 層 の 急 速 充 電 等 に よ り 影 響 が 大 き く な る こ と が 予

想 さ れ る 。  

② 持 続 可 能 社 会 の 観 点 ：  

 E V が 大 量 普 及 す る と 一 定 期 間 経 過 後 に 大 量 の 廃 車

が 発 生 す る 。 車 の ボ デ ィ 等 は ガ ソ リ ン 車 で の 実 績 か ら

一 定 の リ サ イ ク ル ・ 最 終 処 分 の 方 法 が 確 立 し て い る が 、

蓄 電 池 に つ い て は 未 確 立 で あ る 。 現 在 E V に は リ チ ウ

ム イ オ ン 蓄 電 池 が 使 用 さ れ て い る が 、 リ チ ウ ム イ オ ン

蓄 電 池 と い っ て も 正 極 ・ 負 極 ・ 電 解 質 ・ セ パ レ ー タ 等

の 素 材 に は 種 々 の 物 が あ り 、 そ れ ら の 素 材 ・ 構 造 に 合

わ せ て 分 離 ・ リ サ イ ク ル ・ 最 終 処 分 を 行 う 必 要 が あ る 。  

③ 安 全 の 観 点 ：  

 E V に は ガ ソ リ ン 車 と は 異 な る 特 有 の 危 険 性 が あ る 。

現 状 の 消 防 隊 ・ 消 防 設 備 等 は ガ ソ リ ン 車 に は 対 応 し て

い る が 、 E V に は 十 分 対 応 で き て い る と は 言 え な い 。

例 え ば 、 火 災 発 生 時 に 従 来 の 水 ・ 泡 消 火 剤 は 使 用 で き

な い 。 E V 特 有 の 危 険 性 に も 対 応 で き る よ う に す る 必

要 が あ る 。  

( 2 ) 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と 解 決 策  
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令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

 電 力 系 統 へ の 影 響 が 最 も 重 要 な 課 題 と 考 え る 。 な ぜ

な ら 、 そ も そ も 現 代 社 会 は 電 力 に 依 存 し て 成 立 し て お

り 、 さ ら に 今 後 の 社 会 の I T 化 に よ り 、 ま す ま す 社 会

へ の 影 響 が 大 き く な る か ら で あ る 。  

・ 解 決 策 １ ： 系 統 運 用 の 高 度 化  

 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ー テ ィ ン グ よ る 系 統 容 量 の 最 大 限 の

活 用 を 行 う 。 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ー テ ィ ン グ と は 、 送 電 線

等 の 容 量 を 、 従 来 は 電 力 潮 流 や 気 温 ・ 風 速 等 の 気 象 条

件 を 最 も 厳 し い 時 、 す な わ ち 容 量 が 最 も 小 さ い 時 を 基

準 に 定 め て い た と こ ろ 、 気 象 セ ン サ ・ 電 流 セ ン サ 等 を

用 い 、 そ の 時 々 の 条 件 に 合 わ せ て 定 め る こ と で あ り 、

多 く の 時 間 帯 で 容 量 増 大 が 図 ら れ る 。  

 ま た 、 ス マ ー ト メ ー タ を 活 用 す る こ と で 、 各 地 の 電

力 需 要 ・ 再 エ ネ 出 力 等 を 詳 細 に 把 握 し 、 設 備 を ぎ り ぎ

り ま で 活 用 す る こ と が で き 、 容 量 拡 大 を 図 る 。  

・ 解 決 策 ２ ： 充 電 方 法 の 高 度 化  

 電 力 系 統 と 通 信 し 、 そ の 余 力 の 範 囲 内 で 充 電 電 力 を

変 化 さ せ る 。 ま た 、 近 隣 の 他 の 充 電 器 と 通 信 し 、 充 電

電 力 を 分 散 さ せ 、 充 電 に よ る ピ ー ク が た た な い よ う に

す る 。  

・ 解 決 策 ３ ： 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 活 用  

 充 電 器 設 置 場 所 ま た は 近 隣 の 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の

出 力 を 観 測 し 、 電 力 余 剰 時 に 充 電 す る よ う に す る 。 こ

れ に よ り 系 統 負 担 が 軽 減 さ れ る 。 ま た 、 電 力 余 剰 時 に

は 一 般 に 電 力 価 格 が 安 価 で あ る こ と か ら 、 充 電 電 力 料
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令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

金 の 低 減 が 図 ら れ る 。 本 手 法 に は 、 電 力 需 要 予 測 ・ 再

エ ネ 発 電 量 予 測 技 術 が 用 い ら れ る 。  

( 3 ) 新 た に 生 じ る リ ス ク と 対 策  

 ( 2 ) で 述 べ た 手 法 は い ず れ も 通 信 を 利 用 す る こ と か

ら 、 新 た な リ ス ク と し て 、 通 信 障 害 時 の 影 響 が 大 き く

な る 点 が 考 え ら れ る 。  

 対 策 と し て は 、 回 線 ・ 機 器 の 多 層 的 な 多 重 化 が 考 え

ら れ る 。 多 層 的 と は 、 多 重 化 に 当 た っ て 単 に 同 一 の も

の を 複 数 設 備 す る の で は な く 、 地 理 面 （ 例 え ば 東 京 と

大 阪 ） 、 手 法 面 （ 例 え ば 有 線 と 無 線 ） な ど 、 多 重 化 さ

れ た 設 備 が 同 一 事 由 で 同 時 に 障 害 と な ら な い よ う 設 計

す る こ と で あ る 。  

 ま た 、 多 重 化 を 行 っ て も 障 害 を ゼ ロ に は で き な い こ

と か ら 、 縮 約 運 用 （ 機 能 を 限 定 し て の 最 小 限 の 運 用 ） 、

手 動 運 用 （ Ｉ Ｃ Ｔ を 用 い ず 人 間 系 に て 運 用 ） に つ い て

も 準 備 ・ 訓 練 し て お く 。  

( 4 ) 業 務 遂 行 に 必 要 な 要 件  

 電 力 需 要 デ ー タ は 、 単 な る 物 理 的 な デ ー タ で は な く 、

企 業 の 操 業 状 況 や 個 人 の 生 活 様 相 を 推 察 で き る 重 要 な

デ ー タ で あ る 。 デ ー タ が 流 出 し な い よ う 、 設 計 時 に お

い て は 暗 号 化 ・ ロ グ 記 録 等 の 対 策 、 運 用 時 に は セ キ ュ

リ テ ィ パ ッ チ あ て ・ 監 視 ・ ユ ー ザ 教 育 等 の 対 策 を 行 う

必 要 が あ る 。  
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選択科目     電気応用    科目 

技術士 第二次試験 解答用紙 

 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    電気電子      部門 

専門とする事項   電動力応用 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

R5 Ⅰ-2 

( 1 )  Ｅ Ｖ が 普 及 し た 社 会 の イ ン フ ラ 技 術 の 課 題  

 Ｅ Ｖ が 普 及 し た 社 会 の イ ン フ ラ 技 術 の 課 題 を 、 「 安

全 面 」 「 運 用 面 」 「 保 全 面 」 の 観 点 で 述 べ る 。  

( 1 ) - 1  安 全 面 の 課 題  

課 題 ： 安 全 な 運 行  

 Ｅ Ｖ 普 及 後 も ガ ソ リ ン 車 と の 混 在 が 考 え ら れ る 。 E  

V 普 及 で 自 動 運 転 が 進 む と 高 齢 ド ラ イ バ ー の 増 加 も 考

え ら れ る 。 速 度 や 運 転 方 法 の 異 な る モ ビ リ テ ィ が 混 在

す る こ と に な る 。 各 Ｅ Ｖ は 最 適 運 転 が 可 能 だ が 、 全 体

的 な 運 行 バ ラ ン ス が 崩 れ る お そ れ が あ る 。 安 全 な 運 行

が 課 題 で あ る 。  

( 1 ) - 2  運 用 面 の 課 題  

課 題 ： ク リ ー ン な 電 力 供 給 と 電 力 有 効 活 用  

 Ｅ Ｖ は C O 2 を 排 出 し な い ク リ ー ン な モ ビ リ テ ィ で あ

る 。 し か し 、 電 気 を 使 用 す る た め 、 発 電 で C O 2 を 排 出

し て い る 。 ま た Ｅ Ｖ 普 及 で 電 気 の 使 用 量 も 増 加 す る こ

と に な る 。 再 エ ネ に よ る ク リ ー ン な 電 力 供 給 を 増 や し 、  

電 力 を 有 効 活 用 す る こ と が 課 題 で あ る 。  

( 1 ) - 3  保 全 面 の 課 題  

課 題 ： イ ン フ ラ 設 備 の 長 寿 命 化  

 Ｅ Ｖ が 普 及 も 、 使 用 す る 道 路 橋 は 2 0 3 0 年 に 5 5 % 以 上

が 5 0 年 経 過 と な る 。 す べ て の 更 新 は 難 し い た め 、 修

繕 や 更 新 が 必 要 な 箇 所 に 優 先 順 位 を つ け 長 く 使 用 す る

必 要 が あ る 。 電 気 を 使 用 す る Ｅ Ｖ は 予 防 保 全 を 支 援 で

き る と 考 え る 。 イ ン フ ラ 設 備 の 長 寿 命 化 が 課 題 で あ る 。  
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選択科目     電気応用    科目 

技術士 第二次試験 解答用紙 

 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    電気電子      部門 

専門とする事項   電動力応用 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

R5 Ⅰ-2 

( 2 )  重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 最 も 重 要 な 課 題 は 、 ( 1 ) - ２ ク リ ー ン な 電 力 供 給 と 電

力 有 効 活 用 と す る 。 な ぜ な ら ば 、 エ ネ ル ギ ー 自 給 率

1 0 % の 日 本 で Ｅ Ｖ を 活 用 す る た め に は 、 再 エ ネ の 促 進

と 電 力 の 有 効 活 用 が 重 要 だ と 考 え る か ら で あ る 。  

( 2 ) - 1  住 宅 に お け る 電 力 有 効 活 用  

 Ｅ Ｖ を 使 用 す る 住 宅 で 、 1 0 k W 未 満 の 太 陽 光 発 電 、  

蓄 電 池 、 Ｅ Ｖ を セ ッ ト に し て 電 力 有 効 活 用 を 考 え る 。  

天 候 に 左 右 さ れ る 太 陽 光 発 電 の 余 剰 電 力 を 売 電 せ ず に  

蓄 電 池 に た め 、 夜 間 に Ｅ Ｖ を 充 電 す る 。 直 接 充 電 も 可  

能 と す る 。 蓄 電 池 、 Ｅ Ｖ 共 に 非 常 時 電 源 と し て 使 用 で  

き る 効 果 も あ る 。  

( 2 ) - 2  ス マ ー ト コ ミ ュ ニ テ ィ の 形 成  

 地 域 特 性 に 合 う 再 エ ネ 発 電 と 地 域 で の 電 力 流 用 を 考  

え る 。 土 地 が あ る 地 域 は 太 陽 光 発 電 等 を 設 置 し 、 地 産  

地 消 で 電 力 消 費 す る 。 ビ ル の 多 い 都 市 部 で は 、 1 0 ～ 5 0  

k W 太 陽 光 発 電 や ガ ス に よ る コ ー ジ ェ ネ レ ー シ ョ ン で  

エ ネ ル ギ ー を 得 て 、 近 隣 の ビ ル 全 体 で 使 用 し 省 エ ネ を  

図 る 。 電 力 の 空 き 時 間 に Ｅ Ｖ を 充 電 す る 。  

( 2 ) - 3  回 生 電 力 の 有 効 活 用  

 鉄 道 や 工 場 で 使 用 す る 機 器 は 、 回 生 状 態 に な る こ と  

が あ る が 多 く は 熱 消 費 し 無 駄 が あ る 。 こ れ ら を 力 行 状  

態 の 設 備 に 利 用 し た り 、 空 調 設 備 に 使 用 し 有 効 活 用 す  

る 。 ま た 電 源 回 生 や 大 容 量 の 蓄 電 池 に た め 、 地 域 で の  

使 用 や Ｅ Ｖ 公 共 バ ス の 充 電 に 使 用 す る 。  
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選択科目     電気応用    科目 

技術士 第二次試験 解答用紙 

 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    電気電子      部門 

専門とする事項   電動力応用 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

R5 Ⅰ-2 

( 3 )  新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 策  

 解 決 策 を 実 行 後 生 じ る リ ス ク と 対 策 を 述 べ る 。  

( 3 ) - 1  サ イ バ ー 攻 撃 、 ウ ィ ル ス 感 染  

（ リ ス ク ） 地 域 、 鉄 道 、 工 場 が つ な が る た め 、 サ イ バ  

ー 攻 撃 や 機 器 の ウ ィ ル ス 感 染 の リ ス ク が あ る 。  

（ 対 策 ） 各 設 備 は 常 に 最 新 の ウ ィ ル ス 対 策 を 実 施 す る 。  

サ イ バ ー 攻 撃 は 異 常 監 視 す る 。 異 常 発 生 時 の 対 応 を

関 係 者 で 決 定 し 、 定 期 的 に 訓 練 を 実 施 す る 。  

( 3 ) - 2  自 然 災 害  

（ リ ス ク ） 近 年 の ス ー パ ー 台 風 等 、 大 き な 自 然 災 害 で  

 エ ネ ル ギ ー 供 給 が 停 止 す る リ ス ク が あ る 。  

（ 対 策 ） 異 常 部 分 を 切 り 離 し 、 近 隣 か ら の 支 援 等 に よ  

る 別 電 源 の 供 給 へ の 切 換 え を 検 討 す る 。  

( 4 ) 技 術 者 倫 理 と 社 会 の 持 続 可 能 性 の 必 要 要 件  

( 4 ) - 1  技 術 者 倫 理 の 要 件  

 技 術 士 の 3 義 務 2 責 務 を 果 た す こ と が 要 件 で あ る 。  

交 通 お よ び 電 力 供 給 は 生 活 に 欠 か せ な い も の で あ る か

ら 、 公 衆 の 安 全 と 健 康 を 最 優 先 に 考 え る 。 ま た 電 気 用

品 安 全 法 等 の 法 規 に 遵 守 す る 。  

( 4 ) - 2  社 会 の 持 続 可 能 性 の 要 件  

 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 目 標 達 成 に 向 け た 施 策 が 要 件 で あ る 。 可

用 性 の 高 い イ ン フ ラ を 構 築 し 、 レ リ ジ エ ン ト な 生 活 基

盤 を 作 る 。 問 題 が 発 生 す れ ば 改 善 に 努 め る 。 環 境 の 保

全 に も 留 意 す る 。  

            ― 以 上 －  
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技術士 第二次試験 模擬答案用紙 
 
 
 
 
 
○受験番号、問題番号、技術部門、選択科目及び受験申込書の記入した専門とする事項は各用紙とも必ず記入すること。 
 

                                       24 文字ｘ25 行＝600 字 2019 JES/CFA 

受験番号 

問題番号 

 

 Ⅰ― 2 

技術 
部門 
選択 
科目 
 

枚目 
  

 

枚中 
 

      部門 

      科目 

受験申込書に記入した専門とする事項 
枚 数 

( 1 )  E V が 普 及 し た 社 会 に お け る イ ン フ ラ 技 術 課 題  

1 ) - 1 E V 用 の 電 力 確 保  

 E V 車 の 電 力 容 量 は 約 6 0 k w h で あ る 。 2 千 万 台 が 普 及

し た 場 合 、 1 2 億 k w h の 電 源 が 必 要 と な る 。 こ の 電 源 容

量 を 確 保 す る に は 火 力 発 電 の 新 設 が 必 要 で あ る 。 し か

し 脱 炭 素 化 社 会 を 実 現 す る 上 で 火 力 発 電 の 新 設 は 困 難

で あ る 。 電 力 イ ン フ ラ の 観 点 よ り 火 力 に 頼 ら な い ク リ

ー ン エ ネ ル ギ ー で の E V 車 の 電 力 供 給 を 確 保 す る こ と

が 課 題 で あ る 。  

1 ) - 2 長 距 離 走 行 の 実 現  

 E V 車 は 6 0 k w h で 約 2 0 0 k m の 走 行 が 可 能 で あ る 。 し か

し 充 電 に は 2 ～ 4 時 間 の 時 間 を 要 す る た め 、高 速 道 路 の

充 電 ス テ ー シ ョ ン の 渋 滞 が 考 え ら れ る 。 渋 滞 に よ り 交

通 イ ン フ ラ の 利 便 性 が 下 が る こ と 問 題 が 発 生 す る 。 交

通 イ ン フ ラ の 観 点 よ り 東 京 ～ 大 阪 間 約 5 0 0 k m の 走 行 を

行 う こ と が で き る 長 距 離 走 行 を 実 現 す る 技 術 が 課 題 で

あ る 。  

1 ) - 3 貴 金 属 の 再 利 用 技 術 の 実 現  

 E V 車 の バ ッ テ リ ー に は L i B が 用 い ら れ る 。 L i B に は

リ チ ウ ム と い っ た 貴 金 属 が 使 用 さ れ て い る 。 貴 金 属 は

国 内 で の 採 取 は 不 可 能 で あ り 、地 政 学 的 リ ス ク が あ る 。 

L i B の 寿 命 は 約 1 0 年 で あ る た め 、 貴 金 属 の 再 生 ・ 再 利

用 が 必 要 と な る 。 資 源 の 再 生 ・ 再 利 用 イ ン フ ラ の 観 点

か ら L i B か ら 貴 金 属 を 抽 出 ・ 再 生 ・ 再 利 用 す る 技 術 の

確 立 が 課 題 と な る 。  
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技術士 第二次試験 模擬答案用紙 
 
 
 
 
 
○受験番号、問題番号、技術部門、選択科目及び受験申込書の記入した専門とする事項は各用紙とも必ず記入すること。 
 

                                       24 文字ｘ25 行＝600 字 2019 JES/CFA 

受験番号 

問題番号 

 

 Ⅰ― 2 

技術 
部門 
選択 
科目 
 

枚目 
  

 

枚中 
 

      部門 

      科目 

受験申込書に記入した専門とする事項 
枚 数 

( 2 )  最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

  1 ) - 1 は E V 車 の 電 力 自 給 の 上 で 最 も 重 要 な 課 題 と 考

え 、 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

2 ) - 1 太 陽 光 発 電 に よ る 電 力 供 給  

  住 宅 及 び 大 型 施 設 に 太 陽 光 発 電 を 設 置 す る 。 日 本 国

内 の 住 宅 件 数 は 5 3 0 0 万 件 と な る 。一 般 家 庭 に 設 置 可 能

な 太 陽 光 発 電 の 容 量 は 3 k W h で あ る 。全 て の 住 宅 に 設 置

し 、一 日 当 た り 2 4 k w h の 発 電 が 可 能 で あ れ ば 1 2 憶 7 0 0 0

万 k W h の 電 源 供 給 が 可 能 と な る 。 さ ら に 商 業 ・ 工 業 施

設 で 5 0 0 k W h の 電 力 供 給 が 可 能 と す れ ば 全 て の E V 車 の

電 源 容 量 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。  

2 ) - 2 超 伝 導 材 質 に よ る 長 距 離 送 電  

  都 心 部 で の E V 車 の 電 源 使 用 が 集 中 す る こ と が 予 想

さ れ る 。 都 心 部 内 だ け で の 太 陽 光 発 電 で の 電 力 自 給 は

困 難 と な る た め 長 距 離 送 電 が 必 要 と な る 。 長 距 離 送 電  

で は 1 k m あ た り 交 流 で 6 % 、直 流 で 3 % の 電 力 損 失 が 発 生

す る こ と か ら 東 京 ～ 山 口 県 の 長 距 離 送 電 は 電 力 ロ ス が

大 き い 。 そ こ で 高 温 超 伝 導 材 質 に よ る 送 電 を 行 う 。 高

温 超 電 導 材 料 は - 1 7 0 ° で 抵 抗 値 が 0 と な る た め 電 力 損

失 が 0 と な る 。 こ れ に よ り 日 本 中 ど こ か ら で も 都 心 部

へ の 電 力 供 給 を 可 能 と す る 。  

2 ) - 3 水 素 電 力 貯 蔵 技 術 の 利 用  

 太 陽 光 発 電 は 夜 間 の 発 電 が で き な い た め 、 水 素 燃 料

に よ る 電 力 貯 蔵 を 行 う 。 水 素 燃 料 は 電 力 変 換 効 率 8 3 %

と 高 い こ と と 、 液 体 水 素 と す る こ と で 体 積 を 1 / 8 0 0 ま
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技術士 第二次試験 模擬答案用紙 
 
 
 
 
 
○受験番号、問題番号、技術部門、選択科目及び受験申込書の記入した専門とする事項は各用紙とも必ず記入すること。 
 

                                       24 文字ｘ25 行＝600 字 2019 JES/CFA 

受験番号 

問題番号 

 

 Ⅰ― 2 

技術 
部門 
選択 
科目 
 

枚目 
  

 

枚中 
 

      部門 

      科目 

受験申込書に記入した専門とする事項 
枚 数 

で 縮 小 が 可 能 で あ る 。 l i B で 貯 蔵 す る と 運 搬 が 困 難 で

あ る が 液 体 水 素 で あ れ ば 運 送 が 可 能 で あ る 。 日 中 の 余

剰 電 力 で 水 素 を 製 造 し 、 夜 間 の 充 電 ス テ ー シ ョ ン の 電

力 は 水 素 燃 料 に よ る 発 電 で 供 給 す る こ と で 夜 間 の 電 力

供 給 を 可 能 と す る 。  

( 3 )  新 た に 生 じ る リ ス ク と 解 決 策  

 新 た に 生 じ る リ ス ク と し て 日 本 中 か ら 都 心 部 へ の 電

力 供 給 を 行 う 場 合 、 電 力 変 換 所 の 容 量 が 不 足 す る こ と

が 考 え ら れ る 。 解 決 策 と し て は 現 状 の 電 力 変 換 装 置 の

半 導 体 を ダ イ ヤ モ ン ド 半 導 体 に 置 き 換 え る こ と で あ る 。 

ダ イ ヤ モ ン ド 半 導 体 は 放 熱 性 能 が S i の 5 0 0 0 0 倍 と な り 、

4 c m の ウ ェ ハ で 7 2 0 M W h の 電 力 制 御 が 可 能 で あ る 。 既 存

の 半 導 体 を ダ イ ヤ モ ン ド 半 導 体 に 変 え る こ と で 十 分 な

電 力 変 換 性 能 を 持 つ こ と が で き る 。  

( 4 )  解 決 策 実 施 に 必 要 な 要 件  

技 術 者 倫 理 の 観 点 :  本 業 務 は 住 宅 に 太 陽 光 を 設 置 す る

際 に 台 風 で の 破 損 が 発 生 す る こ と が な い よ う に 施 工 す

る 必 要 が あ る 。 技 術 士 倫 理 綱 領 「 安 全 ・ 健 康 ・ 福 祉 の

優 先 」 を 遵 守 し て 業 務 を 遂 行 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

社 会 の 持 続 可 能 性 の 観 点 ： 本 業 務 は ク リ ー ン エ ネ ル ギ

ー に 発 電 に よ っ て 脱 炭 素 化 す る こ と で 持 続 可 能 な 社 会  

を 実 現 す る 。 S D G s 開 発 目 標 7 「 エ ネ ル ギ ー を み ん な に

そ し て ク リ ー ン に 」 の 指 標 を 遵 守 し て 業 務 を 遂 行 す る

こ と が 重 要 で あ る 。  

                              以 上  
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選択科目   電子応用 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   電気電子部門 

専門と する 事項  マイ ク ロ コ ン ピュ ータ 応用 

○受験番号， 問題番号， 技術部門， 選択科目及び専門と する事項の欄は必ず記入するこ と 。  

○解答欄の記入は， 1 マスにつき 1 文字と するこ と 。 （ 英数字及び図表を除く 。 ）  

受験番号 

問題番号 Ⅰ－2 

●裏面は使用し ないで下さ い。             ●裏面に記載さ れた解答は無効と し ます。            24 字×25 字 
 

※ 

( 1 )  E V が 普 及 し た 社 会 に お け る 根 本 的 な 課 題  

1 )  開 発 の 観 点 か ら エ ネ ル ギ ー 効 率 の 改 善 を 継 続  

 E V が 普 及 し た 社 会 に お い て は 多 数 の E V が 電 力 系 統

に 接 続 さ れ 充 電 さ れ る 。 こ れ に よ り 既 存 の 電 力 イ ン フ

ラ に 大 き な 影 響 を 与 え る 。 一 方 、 電 力 変 換 素 子 は

M O S F E T , や I G B T か ら S i C 、 G a N が 開 発 さ れ て い る 。 そ

う し た 最 新 の 素 子 を 利 用 し な が ら エ ネ ル ギ ー 効 率 の 改

善 を 継 続 す る こ と が 課 題 に な る 。  

2 )  運 用 の 観 点 か ら 充 電 の 利 便 性 向 上 と イ ン フ ラ 整 備  

 E V の 弱 点 は 充 電 時 間 に あ る 。 高 速 道 路 に お け る 充

電 設 備 が 不 足 す れ ば 、 充 電 待 ち の 渋 滞 が 発 生 し う る 。

ま た 、 充 電 を 忘 れ て 走 行 し た 場 合 に 途 中 で 走 行 不 能 に

落 ち 要 る 可 能 性 が あ る 。 充 電 の 利 便 性 向 上 と 、 イ ン フ

ラ 整 備 が 課 題 で あ る 。  

3 )  廃 棄 の 観 点 か ら 使 用 済 み バ ッ テ リ の 利 用  

 E V 普 及 社 会 で は 走 行 に は 不 十 分 だ が 蓄 電 機 能 が 残

っ て い る 使 用 済 み バ ッ テ リ が 大 量 に 廃 棄 さ れ る と 考 え

ら れ る 。 こ う し た バ ッ テ リ を 自 然 エ ネ ル ギ ー の 変 動 を

吸 収 す る た め の 大 規 模 蓄 電 施 設 で 利 用 し た り 、 太 陽 光

発 電 を 備 え た 家 庭 に お け る 蓄 電 装 置 で の 利 用 が 可 能 で

あ る 。 使 用 済 み の バ ッ テ リ の 再 利 用 が 課 題 で あ る 。  
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技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は， 1 マスにつき 1 文字と するこ と 。 （ 英数字及び図表を除く 。 ）  

●裏面は使用し ないで下さ い。             ●裏面に記載さ れた解答は無効と し ます。            24 字×25 字 

( 2 )  最 重 要 課 題 と 解 決 策  

 E V の 充 電 は 既 存 の 電 力 イ ン フ ラ に 対 し て 大 き な 影

響 を 与 え る の で 、 最 重 要 課 題 と し 、 以 下 に 解 決 策 を 述

べ る 。  

1 )  非 接 触 充 電  

 家 庭 や 公 共 の 駐 車 ス ペ ー ス に 非 接 触 充 電 設 備 を 設 置

す る 。 こ れ に よ っ て 充 電 を 忘 れ て 走 行 を 始 め る リ ス ク

が 少 な く な る 。 ま た 、 高 速 道 路 に 設 置 す れ ば 、 急 速 充

電 器 を 補 完 で き 、 充 電 待 ち の 渋 滞 を 回 避 で き る 。  

2 )  バ ッ テ リ 交 換 シ ス テ ム  

 E V 自 体 を バ ッ テ リ 交 換 可 能 に し 、 バ ッ テ リ 交 換 ス

テ ー シ ョ ン を 整 備 す る 。 こ れ に よ っ て 数 時 間 必 要 で あ

っ た 充 電 時 間 が 数 分 の 交 換 時 間 に 短 縮 さ れ る 。  

3 )  蓄 電 設 備 と し て 利 用  

 太 陽 光 発 電 等 は 変 動 が 大 き い 。 現 状 で は 、 特 に 4 - 5

月 に 系 統 の 調 整 の た め に 、 電 力 会 社 が 太 陽 光 発 電 設 備

に 対 し て 抑 制 を 掛 け る こ と が 行 わ れ て い る 。 充 電 の た

め に 系 統 に 接 続 さ れ た E V を ア グ リ ゲ ー タ に よ っ て 充

放 電 の 制 御 を す る こ と に よ っ て 大 規 模 な 蓄 電 設 備 と し

て V P P に 組 み 入 れ る こ と が 可 能 と な る 。  
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技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は， 1 マスにつき 1 文字と するこ と 。 （ 英数字及び図表を除く 。 ）  

●裏面は使用し ないで下さ い。             ●裏面に記載さ れた解答は無効と し ます。            24 字×25 字 

( 3 )  新 た に 生 じ る リ ス ク と 解 決 策  

1 )  新 た な リ ス ク  

単 独 で 過 程 で 充 電 す る E V 以 外 の 充 電 装 置 は ネ ッ ト

ワ ー ク に 接 続 さ れ る 。 つ ま り 、 公 共 の 充 電 装 置 や バ ッ

テ リ 交 換 シ ス テ ム で は 利 用 者 を 特 定 し 、 課 金 シ ス テ ム

へ の 連 携 が 必 要 に な る 。 ま た 、 V P P と し て の 利 用 で は

ア グ リ ゲ ー タ か ら の 充 放 電 の 指 令 を 受 け る た め に ネ ッ

ト ワ ー ク へ 接 続 さ れ る 。 こ う し た 接 続 に お い て 悪 意 あ

る 3 者 に よ る 侵 入 の リ ス ク が あ る 。 特 に V P P 利 用 で

は 重 大 な イ ン フ ラ 障 害 と な り う る 。  

2 )  解 決 策  

 充 電 装 置 と 上 位 の シ ス テ ム の 接 続 は 閉 鎖 網 で 運 用 す

る 。 制 御 系 シ ス テ ム と 表 示 系 シ ス テ ム の 連 携 は 表 示 系

か ら の 侵 入 を 防 ぐ た め に デ ー タ ダ イ オ ー ド の 仕 組 み を

利 用 し て 表 示 系 か ら の 侵 入 を 物 理 的 に 遮 断 す る 。 機 器

は I E C 6 2 4 4 3 I o T セ キ ュ リ テ ィ ガ イ ド ラ イ ン に 準 拠 し て

開 発 す る 。  

( 4 )  技 術 者 と し て の 倫 理 、 持 続 可 能 性  

 多 数 の 受 益 者 が 存 在 す る が 利 用 者 の 安 心 安 全 を 最 優

先 し て 調 整 す る 。 R o S e に 基 づ き 毒 性 の あ る 物 質 を 使

用 せ ず R e d u c e , R e u s e , R e c y c l e を 考 慮 し 、 開 発 す る 。  
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選択科目   情報通信 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   電気電子 

専門とする事項  通信ネットワーク設計・管理 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－２ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

１ ．  E V が 普 及 し た 社 会 に お け る イ ン フ ラ 技 術 の 課 題  

1 ) 充 電 の 観 点  

 E V は 充 電 に 時 間 が か か る と い う 課 題 が あ る 。 充 電

ス ポ ッ ト で は 多 く の 車 が 長 時 間 滞 在 す る た め 、 必 要 な

時 に す ぐ に 充 電 出 来 な い 状 況 が 発 生 す る 。 家 で も 充 電

は 可 能 で あ る が 、 E V が 出 先 で も 気 軽 に 充 電 で き る 様 、

ど の 様 に 充 電 ス ポ ッ ト を 整 備 し て い く か が 課 題 で あ る 。  

2 ) 電 力 供 給 の 観 点  

 E V の 充 電 に は 大 電 力 が 必 要 で あ る 。 一 方 で 充 電 ス

ポ ッ ト に 向 け て 電 力 の 供 給 力 増 加 が 必 要 で あ る 。 ど の

よ う に 安 定 し て 大 電 力 を E V に 供 給 で き る 体 制 を 構 築

し て い く か が 課 題 で あ る 。  

3 ) E V の 故 障 時 に お け る 救 援 の 観 点  

 E V が 電 池 切 れ で 走 行 で き な く な っ た 際 、 従 来 の ガ

ソ リ ン 車 等 で あ れ ば 燃 料 を 供 給 す れ ば 自 走 可 能 で あ る

が 、 E V は 電 池 の 充 電 を 行 う 必 要 が あ る 。 路 上 等 で 動

け な い E V に 電 気 を 供 給 す る 手 段 を ど の よ う に 確 保 し 、

安 全 に E V を 救 援 出 来 る 様 に す る か が 課 題 で あ る 。  

２ ．  最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と 解 決 策  

 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と し て 、 電 力 の 安 定 供 給 を 挙

げ る 。 電 力 の 安 定 供 給 は E V に 限 ら ず 、 電 気 を 使 用 す

る 全 て の イ ン フ ラ に 影 響 を 及 ぼ す た め で あ る 。 解 決 先

を 以 下 に 示 す 。  

1 )  余 剰 す る 自 然 エ ネ ル ギ ー の 活 用  

 太 陽 光 発 電 や 風 力 発 電 等 、 自 然 エ ネ ル ギ ー が 増 大 し
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平成２８年度 技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

て い る が 、 天 候 や 時 間 に よ っ て 発 電 量 が 不 安 定 化 す る 。

電 力 供 給 が 増 大 化 す る 時 間 帯 に 、 ス マ ホ の 通 知 等 で

E V の 充 電 を 促 す 仕 組 み を 整 え る 等 、 余 剰 電 力 の 適 切

な 消 費 を 行 え る 様 に す る 。  

2 )  系 統 連 系 の 強 化  

 自 然 エ ネ ル ギ ー を 含 む 、 発 電 設 備 の あ る 供 給 地 は 、

都 会 等 の 大 消 費 地 と は 離 れ て い る こ と が 多 い 。 電 力 事

業 者 間 の 系 統 連 系 を 強 化 す る こ と で 、 大 量 に 電 力 を 消

費 す る 地 域 へ 安 定 的 に 電 力 が 供 給 で き る 様 に す る 。  

3 )  電 力 の 地 産 地 消 の 推 進  

 電 力 の 長 距 離 送 電 は 、 送 電 ロ ス も 大 き い 。 ま た 、 送

電 設 備 へ の 投 資 も 過 大 に な る 。 発 電 す る 地 域 内 で 安 定

し た 電 力 消 費 を す る 施 設 整 備 等 を 推 進 し 、 発 電 し た 電

力 の ロ ス を 少 な く す る 。  

３ ．  新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ れ へ の 対 策  

1 )  気 象 変 動 に よ る 供 給 変 動  

 自 然 エ ネ ル ギ ー は 、 天 候 に よ っ て 供 給 が 大 き く 変 化

す る 。 台 風 等 の 災 害 時 は 急 激 に 発 電 能 力 が 低 下 し 、 電

力 供 給 が 不 足 す る リ ス ク が あ る 。  

 対 策 と し て 、 大 型 蓄 電 池 の 整 備 や ピ ー ク 電 力 を 供 給

で き る 火 力 発 電 所 の 継 続 的 な 整 備 を 行 う 。  

２ ） 充 電 時 に お け る イ ン タ ー ネ ッ ト ウ イ ル ス 対 策  

 E V や 、 充 電 ス ポ ッ ト 等 、 関 連 す る 機 器 す べ て に お

い て 、 悪 意 あ る イ ン タ ー ネ ッ ト ウ イ ル ス に 感 染 す る 恐

れ が あ る 。 ウ イ ル ス に 感 染 す る と 、 機 器 が 動 作 不 具 合
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平成２８年度 技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

を 起 こ す 等 の リ ス ク が あ る 。  

 対 策 と し て 、 セ キ ュ リ テ ィ ソ フ ト の 導 入 や 、 フ ァ イ

ア ー ウ ォ ー ル の 設 置 等 、 ウ イ ル ス 感 染 を 未 然 に 防 ぐ 機

器 整 備 を 行 う 。  

４ ．  技 術 者 と し て の 倫 理 、 社 会 の 持 続 可 能 性 に 必 要

な 要 件  

1 )  技 術 者 の 倫 理 の 観 点  

 E V に 電 力 を 供 給 す る 際 に は 、 車 種 や 走 行 距 離 、 走

行 履 歴 な ど 、 個 人 情 報 等 の や り 取 り が 発 生 す る 。 利 用

者 の 個 人 情 報 等 の 漏 洩 を 防 止 す る 等 、 E V の 普 及 に あ

た っ て は 安 心 安 全 な 運 用 を 確 保 が 出 来 る よ う に す る 必

要 が あ る 。  

2 )  社 会 の 持 続 可 能 性 の 観 点  

 電 力 の 発 電 に あ た っ て は 、 脱 炭 素 社 会 に 向 け て C o

２ の 排 出 を 抑 え 、 地 球 温 暖 化 の 抑 制 に つ な げ る 必 要 が

あ る 。 C o ２ の 排 出 を 起 こ さ な い 自 然 エ ネ ル ギ ー 発 電 を

増 や し な が ら 、 安 定 し た 電 力 供 給 が 出 来 る よ う な シ ス

テ ム を 作 っ て い く よ う に 配 慮 す る こ と が 必 要 で あ る 。  

－ 以 上 －  
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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～04-1 電力・エネルギーシステム～ 
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選択科目   電力・エネルギーシステム 

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

問題番号 Ⅱ－１－１  

技術部門      電気電子部門 

専門とする事項   

受験番号 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

← 解答する問題番号（１から４）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

1 . 原 理  

固 定 速 機 ：  

界 磁 を 直 流 電 流 に て 作 る た め 、 回 転 数 は 、 系 統 周 波 数

ｆ と 極 数 2 p か ら 決 ま る f / p 一 定 。 発 電 時 は 、 ガ イ ド

ベ ー ン の 開 閉 に よ り 出 力 調 整 可 能 。 揚 水 時 は 入 力 調 整

不 可 能 。  

可 変 速 機 ：  

界 磁 を 可 変 周 波 数 の 交 流 電 流 に て 作 る た め 、 回 転 数 を

変 化 可 能 。 界 磁 の 周 波 数 を 変 更 す る こ と で 揚 水 時 に 入

力 調 整 が 可 能 。  

2 . 特 徴  

① 揚 水 時 も 入 力 調 整 可 能  

界 磁 の 周 波 数 を 変 え る こ と で 揚 水 時 入 力 を 変 更 、 周 波

数 維 持 の た め の 入 力 調 整 が 可 能 。  

② 応 動 が 高 速  

固 定 速 機 は ガ イ ド ベ ー ン と い う 機 械 的 動 作 を 伴 う た め 、

応 答 速 度 に 限 界 が あ る の に 対 し 、 可 変 速 機 は イ ン バ ー

タ の 周 波 数 変 更 で あ る た め 高 速 応 動 が 可 能 。  

③ 発 電 時 の 調 整 範 囲 大  

発 電 時 に も ガ イ ド ベ ー ン 動 作 に 合 わ せ て 界 磁 周 波 数 を

変 更 す る こ と で 出 力 調 整 が 可 能 な た め 、 最 低 出 力 を 下

げ ら れ る 、 す な わ ち 出 力 調 整 範 囲 を 広 げ ら れ る 。  
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令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

 

  

技術部門           電気電子  部門 

専門とする事項   

受験番号 

問題番号  Ⅱ－２－    

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

選択科目   電力・エネルギーシステム 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

( 1 ) 調 査 ・ 検 討 す べ き 内 容  

・ 補 助 金 ・ F I T 等 有 無 ： 既 設 設 備 が 国 等 か ら の 補 助 金

を 受 け て い る か 、 F I T 契 約 中 で あ る か 。 リ プ レ ー ス に

制 約 が 生 じ た り 、 既 存 の 有 利 な 契 約 が 無 効 に な る 可 能

性 が あ る 。  

・ 日 射 条 件 ： 既 設 設 備 建 設 時 に は 問 題 な く と も 、 そ の

後 、 建 築 物 や 山 林 が 変 化 し て い る 可 能 性 が あ る 。  

・ 連 系 可 否 ： 出 力 が 増 加 す る 場 合 、 連 系 が 可 能 か 否 か 。

可 能 な 場 合 、 フ ァ ー ム か ノ ン フ ァ ー ム か 。  

・ 環 境 規 制 ： 行 政 等 の 環 境 規 制 が あ る か 、 あ る 場 合 建

設 可 能 か 。 規 制 が 、 既 設 設 備 建 設 時 か ら 変 更 に な っ て

い る 可 能 性 が あ る 。  

・ 予 算 ： 概 算 予 算 は ど の 程 度 か 。  

・ 機 器 選 定 ・ 納 期 ： 特 に 最 近 は 納 期 が 長 期 化 し 、 見 て

の 場 合 も あ る 。  

・ 工 事 会 社 ・ 作 業 員 ： 特 に 最 近 は 作 業 員 確 保 が 難 し く

な っ て き て い る 。  

・ 工 事 用 地 ・ 進 入 路 等 ： 工 事 当 た っ て 一 時 的 に 必 要 な

土 地 、 工 事 車 両 の 進 入 路 は 確 保 で き る か 。  

・ リ パ ワ リ ン グ に 値 す る か ： リ パ ワ リ ン グ し た 結 果 は 、

か け た 費 用 等 に 見 合 っ た も の か 。  

( 2 ) 手 順 と 留 意 ・ 工 夫 す べ き 点  

① 基 本 検 討 ： 上 記 ( 1 ) で 述 べ た 内 容 の 実 施 。  

② 地 元 説 明 ： 最 初 に 信 頼 を 失 う と 復 活 は 非 常 に 困 難 と

な る 。 慎 重 な 対 応 が 必 要 で あ る 。  
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令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

③ 詳 細 検 討 ： 最 近 の 情 勢 に よ り 、 工 程 は 伸 び 、 予 算 は

増 加 す る 傾 向 で あ る 点 に 留 意 。  

④ 発 注 ： 単 に 価 格 面 の み な ら ず 、 機 器 や 施 工 の 品 質 、

完 成 後 の 保 守 や 瑕 疵 担 保 等 に つ い て 総 合 的 に 判 断 す る

こ と に 留 意 す る 。  

⑤ 工 程 管 理 ； 様 々 な ト ラ ブ ル が 発 生 す る が 、 安 全 最 優

先 で 進 め る 必 要 が あ る 。  

( 3 ) 調 整 方 策  

① 地 域 行 政 ・ 住 民 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  

地 元 行 政 ・ 住 民 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 特 に 最 初 が

重 要 で 、 こ こ で 信 頼 関 係 を 築 く こ と が 特 に 重 要 で あ る 。

正 直 に 事 実 を 述 べ 、 対 話 は 感 情 的 に な ら な い よ う 数

値 ・ デ ー タ を も と に 行 う 必 要 が あ る 。  

② 複 数 業 者 の 調 整  

多 く の 事 業 者 が 作 業 を 分 担 す る た め 、 段 取 り や 工 程 の

調 整 が 重 要 で あ る 。 各 社 が 自 社 最 適 に 走 ら な い よ う 、

共 通 の 目 標 を 設 定 し 、 全 体 最 適 を 目 指 す こ と が 重 要 で

あ る 。  

ま た 、 ざ っ く ば ら ん な 雰 囲 気 づ く り に 努 め 、 悪 い こ と

で も 言 い だ せ る よ う な 雰 囲 気 と す る こ と が 、 不 正 防

止 ・ 早 期 発 見 に 重 要 で あ る 。  
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選択科目       電力・エネルギーシステム 

令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 
 

  

技術部門        電気電子   部門 

専門とする事項        

受験番号 

問題番号   Ⅲ－     

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 
○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1マスに 2 文字を目安とする。

（図表を用いて解答する場合を含む。） 

 

2 

( 1 ) 課 題  

① 歴 史 的 観 点 ： 大 規 模 集 中 電 源 を 前 提 と し た 設 備 ・ 運

用  

電 力 系 統 は 、 過 去 1 0 0 年 に わ た り 大 規 模 集 中 電 源 を 前

提 と し て 建 設 ・ 構 成 さ れ て き た 。 小 規 模 分 散 電 源 が 普

及 し 始 め て か ら 1 0 年 ほ ど 経 過 し た が 、 電 力 設 備 の 寿

命 は 4 0 ～ 1 0 0 年 程 度 と 長 い 、 す な わ ち 更 新 頻 度 が 低 く 、

い ま だ 新 し い 環 境 に 対 応 で き て い る と は 言 え な い 。  

② 企 業 体 質 の 観 点 ： 保 守 的 な 運 用 姿 勢  

電 力 会 社 は こ れ ま で 電 力 の 安 定 供 給 ・ 供 給 品 質 向 上

( 停 電 の 減 少 ) を 主 た る 目 標 と し て き た 。 こ た め 、 思 考

が 保 守 寄 り ( 安 全 側 ) で あ り 、 結 果 的 に 予 備 力 を 多 く 持

っ て き た 。 こ れ は 電 力 会 社 の み な ら ず 需 要 家 側 も 停 電

に 対 し て は 強 く 否 定 的 で あ っ た 。  

③ 近 代 化 の 観 点 ： 最 新 技 術 導 入 の 遅 れ  

電 力 設 備 は 設 備 寿 命 が 長 く 更 新 頻 度 が 低 い た め 、 本 質

的 に 最 新 技 術 を 導 入 し に く い 。 ま た ネ ッ ト ワ ー ク と し

て 全 体 で 機 能 す る た め 、 部 分 的 な 導 入 か ら 勧 め る こ と

も 容 易 で は な い 。  

( 2 ) 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 案  

 ③ の 近 代 化 を 最 も 重 要 な 課 題 と 考 え る 。 な ぜ な ら 、

最 新 の I C T 技 術 投 入 に よ り 既 設 設 備 の 容 量 の 大 幅 増 加

が 気 も ま れ る か ら で あ る 。  

① 解 決 策 １ ： ダ イ ナ ミ ッ ク レ ー テ ィ ン グ  

 送 電 線 等 の 容 量 は 、 従 来 は 年 間 一 定 の 値 で あ り 、 こ
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令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

れ は １ 年 の う ち 最 も 厳 し い 条 件 （ 高 気 温 ・ 無 風 ・ 電 力

潮 流 大 ） を も と に し て 決 定 さ れ た 容 量 で あ る 。  

 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ー テ ィ ン グ で は 、 気 象 情 報 セ ン サ 等

の 情 報 を 用 い 、 そ の 時 点 時 点 で の 限 界 容 量 を 算 出 す る

も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 コ ス ト の 高 い 送 電 線 や 変 圧

器 を 更 新 せ ず に 、 年 間 の ほ と ん ど の 時 間 で 大 幅 な 容 量

増 加 が 見 込 ま れ る 。  

② 解 決 策 ２ : N - 1 電 制  

 従 来 、 送 電 容 量 の 決 定 に 当 た っ て は 全 設 備 の う ち 一

つ ( N - 1 ) が 故 障 等 で 使 用 不 能 な 場 合 で も 運 用 可 能 な 容

量 と し て い た 。  

 こ れ に 対 し 、 常 時 は す べ て の 設 備 が 健 全 ( N ) 状 態 で

運 用 可 能 な 容 量 を 送 電 線 容 量 と し 、 あ る 設 備 に 故 障 等

が 発 生 し た 場 合 に 直 ち に 発 電 機 や 負 荷 を 制 御 し 、 故 障

設 備 を 除 外 ( N - 1 ) し て も 運 用 可 能 な 量 ま で 電 力 潮 流 を

抑 制 す る こ と で 、 年 間 平 均 で は 容 量 を 増 加 さ せ る こ と

が で き る 。  

③ 解 決 策 ３ ： ノ ン フ ァ ー ム 接 続  

 送 電 線 に 電 源 を 接 続 す る 際 に は 、 送 電 線 に そ の 分 の

空 き 容 量 が 必 要 で あ る 。 従 来 、 こ の 空 き 容 量 は 、 年 間

の 最 も 厳 し い 条 件 ( 同 一 送 電 線 に 接 続 す る 他 の 発 電 所

の 出 力 が 最 大 の 場 合 等 ) の も と で 算 出 を 行 っ て い た 。

逆 に 言 え ば 、 接 続 が 認 め ら れ れ ば 必 ず 送 電 可 能 を 意 味

す る ( フ ァ ー ム 接 続 ） 。  

 こ れ に 対 し 、 ノ ン フ ァ ー ム 接 続 で は 他 の 発 電 機 出 力
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令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。（図表を用いて解答する場合を含む。） 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

の 状 態 に 合 わ せ た 時 間 ご と に 空 き 容 量 を 算 出 す る 。 こ

の た め 、 フ ァ ー ム 接 続 で は 空 き 容 量 が な く 接 続 で き な

く て も 、 ノ ン フ ァ ー ム 接 続 で は 接 続 可 能 と な る 場 合 が

あ る 。 た だ し 、 い つ で も 必 ず 送 電 で き る と は 限 ら な い

が 、 年 間 で 見 れ ば 相 当 量 の 時 間 数 は 空 き が 見 込 ま れ 、

送 電 可 能 と な る 。  

( 3 ) 新 た な リ ス ク と 対 策  

・ 新 た な リ ス ク  

 セ キ ュ リ テ ィ の リ ス ク が 生 じ る 。 上 記 ( 2 ) で 示 し た

解 決 策 は い ず れ も 通 信 を 用 い る 。 特 に 電 力 イ ン フ ラ は

社 会 へ の 影 響 が 大 き い た め 、 攻 撃 者 の タ ー ゲ ッ ト と な

り や す い 。  

・ 対 策  

 セ キ ュ リ テ ィ 対 策 強 化 と 縮 小 運 転 の 準 備 で あ る 。  

設 計 時 ： 回 線 を イ ン タ ー ネ ッ ト か ら 物 理 的 に 区 分 、 暗

号 化 、 ロ グ フ ァ イ ル を 残 す 、 バ ッ ク ア ッ プ を と り 安 全

な 場 所 に 保 存 、 等 の 構 成 と す る 。  

運 用 時 ： セ キ ュ リ テ ィ 更 新 プ ロ グ ラ ム の こ ま め な 導 入 、

通 信 の 監 視 、 教 育 ・ 訓 練 の 実 施 等 を 行 う 。  

 最 悪 I C T に よ る 運 用 が 困 難 な 状 況 に 陥 っ た 場 合 に は 、

機 能 を 制 限 し た 縮 小 運 用 あ る い は 人 間 系 に よ る 手 動 運

用 が で き る よ う な 設 備 構 成 、 運 用 ル ー ル を 定 め る と と

も に 、 運 用 者 の 訓 練 も 実 施 す る 。  
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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～04-2 電気応用～ 
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選択科目     電気応用    科目 

技術士 第二次試験 解答用紙 

 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    電気電子      部門 

専門とする事項   電動力応用 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

R5 Ⅲ-１ 

( 1 )  経 済 成 長 と 生 活 を 支 え る ト ラ ッ ク 物 流 の 課 題  

 ト ラ ッ ク 物 流 が 経 済 成 長 と 生 活 を 支 え る た め の 課 題

を 、 「 人 材 面 」 「 機 能 面 」 「 環 境 面 」 の 観 点 で 述 べ る 。  

( 1 ) - 1  人 材 面 の 課 題  

課 題 ： 物 流 の 効 率 化  

 日 本 の 生 産 年 齢 人 口 は 1 9 9 5 年 を ピ ー ク に 減 少 し 、

2 0 2 1 年 か ら 2 0 5 0 年 に 3 0 % 減 少 す る 。 通 販 、 宅 配 等 の

物 流 需 要 は 増 加 す る が 、 物 流 人 材 は 不 足 す る 。 少 な い

労 働 力 で 物 流 を 回 す 必 要 が あ る 。 物 流 の 効 率 化 が 課 題

で あ る 。  

( 1 ) - 2  機 能 面 の 課 題  

課 題 ： 過 疎 地 域 の 生 活 支 援  

 日 本 の 人 口 は 2 0 0 8 年 を ピ ー ク に 減 少 し 、 2 0 2 5 年 に

は 1 億 2 0 0 0 万 人 を き る と 言 わ れ て い る 。 人 口 減 少 は

都 市 部 よ り 地 方 で 進 み や す く 、 企 業 や 店 舗 の 撤 退 で 買

い 物 等 の 生 活 が 困 難 に な る 。 ネ ッ ト に 弱 い 高 齢 者 も 多

い こ と か ら 、 ト ラ ッ ク 物 流 で 補 完 す る こ と も 必 要 に な

る 。 過 疎 地 域 の 生 活 支 援 が 課 題 で あ る 。  

( 1 ) - 3  環 境 面 の 課 題  

課 題 ： 環 境 と 生 活 に 優 し い 物 流  

 コ ロ ナ 禍 を 経 て 通 販 や 宅 配 等 の 利 用 が 増 え て い る 。  

コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア も 生 活 に 便 利 な 場 所 に 多 く あ る 。  

住 宅 地 や 生 活 の 場 に 、 昼 夜 を 問 わ ず 、 ト ラ ッ ク が 通 行

す る こ と が 増 え 、 排 気 ガ ス や 騒 音 が 問 題 と な る 。 E V

普 及 を 含 め た 環 境 と 生 活 に 優 し い 物 流 が 課 題 で あ る 。  
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選択科目     電気応用    科目 

技術士 第二次試験 解答用紙 

 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    電気電子      部門 

専門とする事項   電動力応用 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

R5 Ⅲ-１ 

( 2 )  重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 最 も 重 要 な 課 題 は 、 ( 1 ) - １ 物 流 の 効 率 化 と す る 。 な

ぜ な ら ば 、 物 流 の 需 要 は 減 ら な い た め 、 限 ら れ た 労 働

力 で 物 流 を 回 す 必 要 が あ る か ら で あ る 。  

( 2 ) - 1  製 品 在 庫 管 理 の 共 有 化  

 製 品 に Ｒ Ｆ Ｉ Ｃ タ グ を 取 付 け 、 一 括 読 み 取 り で 個 別  

認 識 さ せ 在 庫 管 理 を デ ジ タ ル 化 す る 。 サ プ ラ イ チ ェ ー  

ン で デ ー タ を 共 有 化 し 、 入 出 荷 計 画 を 物 流 業 者 と 共 有  

す る 。 入 出 荷 情 報 に 合 わ せ て 物 流 を 計 画 化 し 効 率 化 を  

図 る 。 災 害 時 に 業 界 で 協 力 し た り 、 ト レ ー サ ビ リ テ ィ  

を 残 す 効 果 も あ る 。  

( 2 ) - 2  ス マ ー ト 農 業 に よ る 計 画 出 荷  

 農 業 は 天 候 に 左 右 さ れ 、 出 荷 時 期 や 出 荷 量 を 予 測 し  

づ ら い 。 ス マ ー ト 農 業 で 、 温 度 管 理 や 計 画 的 に 生 産 し  

出 荷 時 期 と 量 を 把 握 す る 。 自 然 に 栽 培 す る 農 家 の 情 報  

も イ ン プ ッ ト し 、 こ れ を 物 流 業 者 と 共 有 し 効 率 良 く 流  

通 さ せ る 。 地 産 地 消 に 近 づ く よ う 、 近 場 の ニ ― ズ を 入  

力 し て も ら い 、 優 先 的 に 届 け る 。  

( 2 ) - 3  相 乗 り 物 流 、 ス マ ー ト 物 流  

 タ ク シ ー ア プ リ や オ ン デ マ ン ド バ ス の よ う に 、 ア プ  

リ 等 で 必 要 な 製 品 が 必 要 な と き に ト ラ ッ ク を 利 用 す る  

仕 組 み を 作 る 。 従 来 の 企 業 、 店 舗 ご と の 独 自 の 物 流 か  

ら 、 必 要 な も の を 必 要 な 場 所 に 運 ぶ 相 乗 り 物 流 に 変 化  

さ せ る 。 機 械 学 習 に よ り 、 需 要 の 傾 向 や 最 適 ル ー ト を  

分 析 し 、 さ ら に 無 駄 を な く す 。  

- 39 -



選択科目     電気応用    科目 

技術士 第二次試験 解答用紙 

 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    電気電子      部門 

専門とする事項   電動力応用 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

R5 Ⅲ-１ 

( 3 )  新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 策  

 解 決 策 を 実 行 後 生 じ る リ ス ク と 対 策 を 述 べ る 。  

( 3 ) - 1  情 報 漏 洩  

（ リ ス ク ） サ プ ラ イ チ ェ ー ン が つ な が り 、 競 合 同 士 が  

 つ な が る 可 能 性 が あ る 。 意 図 し な い 情 報 漏 洩 の 恐 れ  

 が あ る 。  

（ 対 策 ） す べ て の サ プ ラ イ チ ェ ー ン で 共 有 す る 内 容 と  

 公 開 を 制 限 す る 内 容 に 分 け て 管 理 す る 。 物 流 業 者 に  

 制 限 す る 内 容 は 、 ア ク セ ス 人 員 を 制 限 し パ ス ワ ー ド   

 で 管 理 す る 。  

( 3 ) - 2  通 信 遅 延  

（ リ ス ク ） つ な が る 企 業 が 増 え る と ト ラ ヒ ッ ク が 増 え  

 る 。 ま た 情 報 に 画 像 が 加 わ る と 通 信 デ ー タ 容 量 が 大  

き く な り 、 通 信 遅 延 の リ ス ク が あ る 。  

（ 対 策 ） つ な が る 企 業 の 増 加 に 合 わ せ て 、 通 信 網 を 再  

見 直 し す る よ う に す る 。 地 域 を 限 定 し て 、 ロ ー カ ル  

５ Ｇ の 導 入 も 検 討 す る 。  

( 3 ) - 3  通 信 異 常 、 自 然 災 害  

（ リ ス ク ） 予 期 せ ぬ 通 信 異 常 で サ プ ラ イ チ ェ ー ン が 機  

 能 し な く な る リ ス ク が あ る 。 ま た 自 然 災 害 の 発 生 で  

 予 定 ど お り に 実 施 で き な い リ ス ク も あ る 。  

（ 対 策 ） 通 信 異 常 は 通 信 を 冗 長 化 し 、 異 常 発 生 時 に 別  

の 通 信 手 段 に 切 換 え で き る よ う に す る 。 自 然 災 害 時  

 の 対 応 は 予 測 で き る 範 囲 で 対 応 を 決 め 、 定 期 的 な 訓  

 練 で 備 え る 。             ― 以 上 －  
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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～04-3 電子応用～ 
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選択科目   電子応用 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   電気電子部門 

専門と する 事項  マイ ク ロ コ ン ピュ ータ 応用 

○受験番号， 問題番号， 技術部門， 選択科目及び専門と する事項の欄は必ず記入するこ と 。  

○解答欄の記入は， 1 マスにつき 1 文字と するこ と 。 （ 英数字及び図表を除く 。 ）  

受験番号 

問題番号 Ⅱ－1-2 

●裏面は使用し ないで下さ い。             ●裏面に記載さ れた解答は無効と し ます。            24 字×25 字 
 

※ 

( 1 )  M O S F E T の 構 造 と 動 作 原 理  

 図 1 に M O S F E T の 構 造 を 示 す 。 S o r c e 直 下 の P 層 に

は 空 乏 層 が で き D r a i n か ら の 電 流 が 流 れ る こ と が で き

な い 。 G a t e に 正 の 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ っ て 空 乏

層 が 消 失 し 、 電 流 が 流 れ る 。  

( 2 )  M O S F E T の 特 徴  

1 )  G a t e は 絶 縁 さ れ 電 圧 に よ っ て 駆 動 す る 素 子  

2 )  O N 抵 抗 が 小 さ く 大 電 流 を 流 す こ と が で き る 。  

( 3 )  G a N F E T の 特 徴  

G a N F E T の 構 造 を 図 2 に 示 す 。 G a N と G a A L の 境 界 に

キ ャ リ ア が 発 生 し 、 S - D 間 は 電 流 が 流 れ る 。 G a t e に

負 電 圧 を 印 加 す る と こ の キ ャ リ ア が 消 失 し 電 流 が 流 れ

な く な る 。 M O S F E T が 垂 直 構 造 で あ る の に 対 し て 水 平

構 造 で あ る 。  

特 徴  

1 ) キ ャ リ ア の 移 動 度 が S i よ り 高 速 で ス イ ッ チ ン グ 時

間 が 数 n s e c と 短 く で き る 。  

2 ) G a t e が 無 電 圧 で O N 状 態 に な る の で M O S F E T と タ ン

デ ム 構 成 で 使 用 す る こ と が 有 る 。  
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選択科目Ⅱ Ⅰ―１―２ 

(1)MOS FET の構造・動作原理 

MOSFET は図のように P 型半導体と N 型半導体を組み合わせた構造になっている。ゲートに電圧を印加することで、ゲ

ート直下に引き寄せられた電子で N 型領域(誤り：N チャネル領域が正)が形成され電流の経路がすべて N 型領域となるこ

とで、ドレイン電流が流れる。 

 

 

 

 

 

 

 

(2)MOS FET の特徴 

1)オン抵抗が小さいため、消費電力が小さい。 

2)ゲートが絶縁されているため、耐圧は低い。(誤り：静電気で破損する場合があると記載したかった) 

 

(3)GaN FET の特徴 

1)ワイドバンドギャップが Si の 3 倍であるため高温環境下でも使用できる。 

2)絶縁破壊電界が Si の 11 倍であるため高耐圧である。 

3)ドラフト層が小さいため、オン抵抗が小さく、消費電力が小さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図は省略 
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選択科目   電子応用 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   電気電子部門 

専門と する 事項  マイ ク ロ コ ン ピュ ータ 応用 

○受験番号， 問題番号， 技術部門， 選択科目及び専門と する事項の欄は必ず記入するこ と 。  

○解答欄の記入は， 1 マスにつき 1 文字と するこ と 。 （ 英数字及び図表を除く 。 ）  

受験番号 

問題番号 Ⅱ－2-1 

●裏面は使用し ないで下さ い。             ●裏面に記載さ れた解答は無効と し ます。            24 字×25 字 
 

※ 

( 1 )  調 査 検 討 す べ き 事 項  

1 )  収 穫 時 期 判 定 ユ ニ ッ ト  

 誤 判 定 の 原 因 を 調 査 す る 。 収 穫 時 期 を 判 定 し た 画 像

を 農 業 者 に よ っ て 確 認 し て も ら い 、 差 異 が あ る 場 合 に

内 容 を 記 録 す る 。 ま た 、 照 明 不 足 、 葉 の 陰 な ど 画 像 自

体 に 問 題 が あ れ ば そ れ を 記 録 す る 。  

2 )  採 集 ユ ニ ッ ト  

傷 の 原 因 に つ い て 調 査 す る 。 ロ ボ ッ ト の 把 持 時 点 で

発 生 し た も の か 、 ハ ン ド の 侵 入 で 発 生 し た も の か 特 定

す る 。 ベ ッ ト に 沿 っ て 装 置 が 移 動 し た と き に 傷 付 け た

可 能 性 も あ る 。 動 画 に よ っ て 原 因 を 特 定 す る 。 場 合 に

よ っ て 高 速 カ メ ラ を 利 用 す る 。 ま た 、 動 き に 問 題 が な

い か 、 速 度 を 改 善 す る 余 地 が な い か な ど も 合 わ せ て 調

査 す る 。  

( 2 )  開 発 を 進 め る 手 順  

1 )  原 因 調 査  ( 1 ) で 述 べ た 内 容 に な る  

2 )  解 決 策 検 討  

 個 々 の 原 因 に つ い て 対 策 を 検 討 す る 。 関 連 し た 原 因

に よ る も の を 整 理 す る 。  

3 )  設 計  

 対 策 に 基 づ き 新 し い 装 置 を 設 計 す る 。  

4 )  D R  

 設 計 が 対 策 を 盛 り 込 ん だ も の に な っ て い る か ど う か

検 証 す る 。 動 作 時 間 を 積 み 上 げ て 許 容 で き る 範 囲 で あ

る か 確 認 し 、 記 録 す る 。  
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技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は， 1 マスにつき 1 文字と するこ と 。 （ 英数字及び図表を除く 。 ）  

●裏面は使用し ないで下さ い。             ●裏面に記載さ れた解答は無効と し ます。            24 字×25 字 

5 )  試 作  

 D R で 指 摘 さ れ た 内 容 で 修 正 さ れ た 図 面 で 装 置 の 製

作 を 行 う 。  

6 )  動 作 調 整  

 メ カ が 完 成 し た ら 、 ソ フ ト ウ エ ア と 連 携 さ せ 動 作 を

調 整 す る 。 こ の 時 、 メ カ の 改 良 が 必 要 に な る こ と も あ

る 。  

7 )  検 証  

 実 際 に 動 作 さ せ 、 す べ て の 課 題 が ク リ ア で き て い る

か 確 認 す る 。 タ ク ト タ イ ム が D R で 想 定 し た 範 囲 に 収

ま る か 検 証 す る 。 許 容 で き な い 不 具 合 が 残 っ て い れ ば

1 ) に 戻 っ て 改 良 を 加 え る 。  

( 3 )  関 係 者 と の 調 整 方 策  

 関 係 者 と し て 、 ユ ー ザ ー で あ る 農 業 者 、 機 構 設 計 者 、

回 路 設 計 者 、 ソ フ ト ウ エ ア 技 術 者 に な る 。 メ カ ニ カ ル

に 解 決 す る 部 分 、 ソ フ ト ウ エ ア に よ っ て 処 理 す る と こ

ろ の 区 分 け が 重 要 で あ る 。 そ し て 、 本 案 件 は い ろ い ろ

な 人 の 思 い 付 き に よ る と こ ろ が 大 き い の で 自 由 に 発 言

で き る 雰 囲 気 を 作 る 。 ア イ デ ア を メ モ し て 貼 り 付 け る

ブ レ ー ン ス ト ー ミ ン グ の 手 法 も 有 効 で あ る 。 そ し て

1 0 0 % と い う こ と は 無 い の で 農 業 者 と は 妥 協 点 を 調 整

で き る よ う に 良 好 な 関 係 を 持 つ こ と が 必 要 で あ る 。  
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選択科目Ⅱ Ⅰ―２―２ 

(1)調査・検討事項 

収穫時期判定ユニットの調査・検討事項を表 1 に示す。まず、画像データを調査し原因を調査する。調査結果に従い、学

習データが適切かどうか検討する。また、使用環境の明るさや距離などがカメラ性能に対して適切かどうか検討する。 

採集ユニットの調査・検討事項を表 2 に示す。まず、保持状態を調査し、原因を調査する。調査結果に従い、制御パラメ

ータが適切かどうか検討する。また、イチゴの硬さや重さなどに対してアーム性能の応答速度が適切か検討する。 

 

 

 

 

 

 

(2)開発を進める手順 

開発を進める業務フローを図 1 に示す。 

要件定義については、調査・検討事項からシステム全体の仕様を作成する。このとき、運用中の調整や保守性を考慮す

ることに留意する。 

ハードウェア設計についてはリードタイムの短いものを選定することに留意する。 

ソフトウェア設計については、プロトタイプを製作し、関係者で認識の差異がないか確認する高速仮説検証を実施するこ

とで、手戻りがないようにする。また、継続的改善を実施することに留意する。 

製作については、製作中に感電などの事故が発生しないよう、作業前に危険予知を実施する。 

試験については、仕様どおりに製作されているか確認する。この際、判定基準は根拠を明確にし、性能を定量的に評価

することに留意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)関係者との調整方法 

関係者で定期的な打ち合わせを実施し、進捗や課題を共有する。遅れている場合は優先度に応じて社内リソースを振り

向ける。ハードウェアについて資材部門と連携してリードタイムや市場流通が多いものを調達し遅延を防止する。試験につ

いて、不具合が多い場合には流入要因を分析し、対策を関係者と検討する。 開発全体として、技術資産となるよう、あら

かじめ仕様書の種類・ソフト標準化を協議しておく。 

 

 

 

 

 

 

表 1 収穫時期判定ユニット 

・画像データの調査 

・学習データの検討 

・カメラ性能の検討 

表 2 採集ユニット 

・保持状態の調査 

・制御パラメータの検討 

・アーム性能の検討 

要件定義 

ハードウェア設計 ソフトウェア設計 

製作 

試験 
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技術士 第二次試験 模擬答案用紙 
 
 
 
 
 
○受験番号、問題番号、技術部門、選択科目及び受験申込書の記入した専門とする事項は各用紙とも必ず記入すること。 
 

                                       24 文字ｘ25 行＝600 字 2019 JES/CFA 

受験番号 

問題番号 

 

 Ⅲ―1 

技術 
部門 
選択 
科目 
 

枚目 
  

 

枚中 
 

      部門 

      科目 

受験申込書に記入した専門とする事項 
枚 数 

( 1 ) デ ー タ セ ン タ ー 建 設 の 課 題  

1 ) - 1 サ ー バ ー ユ ニ ッ ト の 省 電 力 化  

 デ ー タ セ ン タ ー は 年 々 必 要 容 量 が 増 え 続 け て お り 、

数 十 P B y t e の デ ー タ 容 量 が 必 要 と な る 。 サ ー バ ー ユ ニ

ッ ト に は 多 く の ス イ ッ チ ン グ 電 源 が 使 用 さ れ て い る お

り 、 消 費 電 力 の 2 0 % が ス イ ッ チ ン グ 損 失 と し て 消 費 さ

れ て い る 。 数 十 P B y t e の サ ー バ と な る と ス イ ッ チ 損 失

だ け で 数 百 k W 発 生 す る こ と が 考 え ら れ る 。電 力 損 失 削

減 の 観 点 よ り サ ー バ ー ユ ニ ッ ト の 省 電 力 化 が 課 題 で あ

る 。  
1 ) - 2 デ ー タ セ ン タ ー の 無 停 止 で の 保 守 の 実 現  

 デ ー タ セ ン タ ー は い つ い か な る 時 も 停 止 が 許 さ れ な

い 。 通 信 イ ン フ ラ 停 止 の 波 紋 は 計 り 知 れ な い 。 し か し

サ ー バ ー ユ ニ ッ ト の 寿 命 は 1 0 年 と な る 。デ ー タ セ ン タ

ー 保 守 性 の 観 点 よ り 無 停 電 で の 保 守 が 可 能 な シ ス テ ム

の 構 築 が 課 題 で あ る 。  

1 ) - 3 デ ー タ セ ン タ ー 内 の セ キ ュ リ テ ィ 確 保  

 デ ー タ セ ン タ ー は 産 業 ・ 交 通 ・ 生 活 イ ン フ ラ の 全 て

に 関 連 し て お り 、 通 信 イ ン フ ラ の 停 止 に は 大 打 撃 で あ

る 。 通 信 設 備 を ハ ッ キ ン グ 攻 撃 は 2 億 パ ケ ッ ト に 達 し

て お り 、 今 後 イ ン タ ー ネ ッ ト か ら の 外 部 攻 撃 だ け で な

く 、 物 理 的 な 直 接 テ ロ 攻 撃 が 考 え ら れ る 。 安 全 性 の 観

点 よ り デ ー タ セ ン タ ー 内 の 関 係 者 以 外 が 侵 入 で き な い

よ う に 生 体 認 証 技 術 を 用 い た セ キ ュ リ テ ィ の 確 立 が 課

題 で あ る 。  
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技術士 第二次試験 模擬答案用紙 
 
 
 
 
 
○受験番号、問題番号、技術部門、選択科目及び受験申込書の記入した専門とする事項は各用紙とも必ず記入すること。 
 

                                       24 文字ｘ25 行＝600 字 2019 JES/CFA 

受験番号 

問題番号 

 

 Ⅲ―1 

技術 
部門 
選択 
科目 
 

枚目 
  

 

枚中 
 

      部門 

      科目 

受験申込書に記入した専門とする事項 
枚 数 

( 2 )  最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 1 ) - 1 は デ ー タ セ ン タ ー の 建 設 の 上 で 最 も 重 要 な 課

題 と 考 え 、 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。  

2 ) - 1 ワ イ ド バ ン ド ギ ャ ッ プ 半 導 体 ( G a N )  の 利 用  

 サ ー バ ー ユ ニ ッ ト は 数 G H z で の ス イ ッ チ ン グ 周 波 数

で 運 用 し て い る が ス イ ッ チ ン グ 速 度 に 比 例 し て ス イ ッ

チ ン グ 損 失 が 増 加 す る 。 高 周 波 で の 通 信 を 行 う 回 路 に

ワ イ ド バ ン ド ギ ャ ッ プ 半 導 体 の G a N を 用 い る 。G a  N  F E T

は S i  F E T  と 比 較 し て ⓵ バ ン ド ギ ャ ッ プ が 大 き い : S i  

F E T は バ ン ド ギ ャ ッ プ が 0 . 3 e V で あ る が S i  G a N は 3 . 3 e V

と な る 。 バ ン ド ギ ャ ッ プ の 値 が 大 き い ほ ど ス イ ッ チ ン

グ 損 失 を 削 減 す る こ と が で き る 。 高 周 波 ス イ ッ チ ン グ

回 路 に G a N を 用 い る こ と で ス イ ッ チ ン グ 損 失 を 2 5 % 以

上 削 減 す る こ と が で き 、 サ ー バ ー ユ ニ ッ ト の 効 率 を

9 8 % ま で 向 上 さ せ る こ と が で き る 。  ② 耐 電 圧 が 高 い :

ス イ ッ チ ン グ 周 波 数 が 高 く な る ほ ど サ ー ジ 電 圧 が 高 く

な る 。 S i  F E T は 耐 電 圧 が 1 . 0 M V / c m で あ る が 、 G a N  F E T

は 3 . 4 M V / c m と な り 数 G H z で 使 用 し て も 破 損 せ ず に 高 周

波 で の 運 用 が 可 能 で あ る 。 高 周 波 の 回 路 で は G a N を 用

い る こ と で 省 電 力 化 が 可 能 と な る 。  

2 ) - 2 サ ブ ス レ ッ シ ョ ル ド 半 導 体 の 利 用  

 全 て の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を G a N に す る の は 高 コ ス ト

と な る た め 困 難 で あ る 。 1 M H z 以 下 の ス イ ッ チ ン グ 速 度  

の 回 路 に は サ ブ ス レ ッ シ ョ ル ド 半 導 体 を 用 い る こ と で

省 電 力 化 を 図 る 。 通 常 の S i 半 導 体 の O N 電 圧 は 0 . 6 V
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技術士 第二次試験 模擬答案用紙 
 
 
 
 
 
○受験番号、問題番号、技術部門、選択科目及び受験申込書の記入した専門とする事項は各用紙とも必ず記入すること。 
 

                                       24 文字ｘ25 行＝600 字 2019 JES/CFA 

受験番号 

問題番号 

 

 Ⅲ―1 

技術 
部門 
選択 
科目 
 

枚目 
  

 

枚中 
 

      部門 

      科目 

受験申込書に記入した専門とする事項 
枚 数 

と な る が サ ブ ス レ ッ シ ョ ル ド 半 導 体 は 0 . 1 V  と な る 。  

サ ブ ス レ ッ シ ョ ル ド 半 導 体 を 用 い る こ と で 消 費 電 力 を

1 / 1 0 に す る こ と が 可 能 と な る 。 ス イ ッ チ ン グ 周 波 数 は

最 大 1 M H z 程 度 と な る た め 、 高 周 波 は G a N , 低 周 波 で は

サ ブ ス レ ッ シ ョ ル ド 半 導 体 と 区 分 す る こ と で 省 電 力 化

を 図 る 。  

( 3 )  新 た な リ ス ク と 解 決 策  

 新 た な リ ス ク と し て G a N を 用 い た こ と で 従 来 よ り ス

イ ッ チ ン グ 速 度 を 上 げ て 運 用 し 、 サ ー ジ 電 圧 に よ っ て

サ ー バ ー ユ ニ ッ ト が 故 障 す る リ ス ク が 考 え ら れ る 。 対

策 と し て サ ー バ ー ユ ニ ッ ト の 冗 長 化 を 行 う 。 メ イ ン サ

ー バ ー ユ ニ ッ ト と サ ブ ユ ニ ッ ト サ ー バ ー ユ ニ ッ ト を 設

置 す る 。 ウ ォ ッ チ ド ッ グ タ イ マ で 常 時 タ イ マ カ ウ ン ト

を リ セ ッ ト す る よ う に 制 御 ロ ジ ッ ク を 組 む 。 ウ ォ ッ チ

ド ッ グ タ イ マ が タ イ ム ア ッ プ し た 場 合 は メ イ ン サ ー バ

ー ユ ニ ッ ト に 異 常 が あ っ た と 判 断 し て サ ブ サ ー バ ー ユ

ニ ッ ト へ 切 り 替 え る 。 サ ブ サ ー バ ー ユ ニ ッ ト は 待 機 時

状 態 で は 、 メ イ ン サ ー バ ー ユ ニ ッ ト を ミ ラ ー リ ン グ し

て 待 機 す る 。 サ ー バ ー ユ ニ ッ ト の 1 ク ロ ッ ク 分 の デ ー

タ を 保 持 す る ユ ニ ッ ト を メ イ ン 、 サ ブ ユ ニ ッ ト に 設 置

し 、 切 り 替 え 時 に は サ ブ ユ ニ ッ ト へ 1 ク ロ ッ ク 分 の デ

ー タ を 伝 送 す る 。 デ ー タ 伝 送 は 光 通 信 で 行 う こ と で

1 0 n s で の 通 信 切 替 を 行 う こ と で 故 障 時 の サ ー バ 運 転

継 続 を 実 現 す る 。  

                      以 上  
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選択科目   電子応用 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   電気電子部門 

専門と する 事項  マイ ク ロ コ ン ピュ ータ 応用 

○受験番号， 問題番号， 技術部門， 選択科目及び専門と する事項の欄は必ず記入するこ と 。  

○解答欄の記入は， 1 マスにつき 1 文字と するこ と 。 （ 英数字及び図表を除く 。 ）  

受験番号 

問題番号 Ⅲ－１  

●裏面は使用し ないで下さ い。             ●裏面に記載さ れた解答は無効と し ます。            24 字×25 字 
 

※ 

( 1 )  デ ー タ セ ン タ ー 建 設 に お け る 課 題  

1 )  電 源 供 給 の 観 点 か ら 自 然 エ ネ ル ギ ー の 利 用  

 新 し く デ ー タ セ ン タ ー を 設 置 す る 場 合 に デ ー タ セ ン

タ ー の 消 費 電 力 は 大 き い の で 既 存 の 電 力 イ ン フ ラ に 影

響 を 与 え な い よ う 太 陽 光 発 電 、 風 力 発 電 を 併 設 す る 。  

蓄 電 設 備 も 併 設 す る こ と に よ っ て 自 然 エ ネ ル ギ ー の 変

動 を 抑 制 し 、 有 事 に お い て 外 部 電 力 が 停 止 し て も 最 低

限 の 運 用 を さ せ る こ と が で き る 。 自 然 エ ネ ル ギ ー の 利

用 が 課 題 で あ る 。  

2 )  通 信 量 の 観 点 か ら 機 器 更 新 を 容 易 に す る  

 近 年 通 信 量 は 急 速 に 増 加 し て お り 、 数 年 中 に も

1 p b p s に な ろ う と し て い る 。 デ ー タ セ ン タ ー の 設 備 は

短 期 間 の う ち に こ う し た 通 信 量 の 増 大 に 対 応 す る た め

更 新 す る 必 要 が 発 生 す る 。 容 易 に 機 器 交 換 が で き る よ

う な 設 計 に す る こ と が 課 題 で あ る 。  

3 )  省 エ ネ の 観 点 か ら 効 率 化 と 発 熱 の 抑 制  

 現 状 、 デ ー タ セ ン タ ー の 消 費 電 力 は 世 界 の 発 生 電 力

の 4 % に も 及 ん で い る 。 C P U の 電 力 を 1 と し た 場 合 に

1 . 7 の 電 力 を 消 費 し て い る 。 C P U 以 外 の 付 帯 エ ネ ル ギ

ー は 主 と し て 冷 却 に 用 い ら れ て い る 。 デ ー タ セ ン タ ー

を 寒 冷 地 に 設 置 す れ ば そ の 電 力 を 抑 制 で き る 。 そ う し

た こ と か ら ア イ ス ラ ン ド で は 国 内 電 力 の 2 0 % を デ ー タ

セ ン タ ー に 供 給 し て い る 。 し か し 、 地 政 学 的 リ ス ク か

ら デ ー タ セ ン タ ー は 国 内 地 方 へ の 分 散 設 置 が 望 ま し い 。

デ ー タ セ ン タ ー の 効 率 化 と 発 熱 抑 制 が 課 題 で あ る 。  
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技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は， 1 マスにつき 1 文字と するこ と 。 （ 英数字及び図表を除く 。 ）  

●裏面は使用し ないで下さ い。             ●裏面に記載さ れた解答は無効と し ます。            24 字×25 字 

( 2 )  最 重 要 課 題 と 解 決 策  

 効 率 化 と 発 熱 の 抑 制 を 最 重 要 課 題 と す る 。 な ぜ な ら

通 信 量 の 増 大 、 生 成 型 A I の 大 頭 に よ り 今 後 デ ー タ セ

ン タ ー の 設 置 数 が 加 速 度 的 に 増 え る こ と が 考 え ら れ る 。  

そ の 電 力 消 費 が 既 存 の 電 力 供 給 イ ン フ ラ に 対 し て 大 き

な 支 障 と な る か ら で あ る 。  

1 )  解 決 策 １ ： サ ー バ ー の 液 冷  

 ( 1 ) 3 ) で 述 べ た 付 帯 エ ナ ル ギ ー の 0 . 7 は ほ と ん ど が

サ ー バ ー の 冷 却 に よ る も の で あ る 。 冷 却 に は 冷 房 装 置

と 大 型 の フ ァ ン が 必 要 で あ る 。 サ ー バ ー を 液 冷 す れ ば

フ ァ ン レ ス の 熱 交 換 機 で 排 熱 で き る 。 そ し て 付 帯 エ ネ

ル ギ ー を 5 % 程 度 ま で 下 げ る こ と が で き る 。  

2 ) 解 決 策 ２ ： A P N （ A l l  p h o t o n i c s  N e t w o r k ） の 利 用  

 近 年 、 金 属 ワ イ ヤ に よ る 通 信 接 続 を 光 フ ァ イ バ に よ

っ て 接 続 す る こ と で 消 費 電 力 を 下 げ て い る 。 さ ら に

I C 内 部 の I O 接 続 を 光 化 す る こ と に よ り 消 費 電 力 を

1 / 1 0 0 に 下 げ る 研 究 が な さ れ て い る 。 将 来 こ う し た I C

を 利 用 す る こ と で サ ー バ ー の 消 費 電 力 を 大 幅 に 下 げ る

こ と が で き る 。  

2 )  解 決 策 ３ ： 電 源 装 置 の 効 率 化  

 現 状 電 源 等 の 電 力 変 換 に M o s F E T や I G B T を 使 用 し

て い る が こ れ を S i C 、 G a N 素 子 に 変 更 す る こ と で 変 換

効 率 を 数 ％ か ら 1 0 % 改 善 で き る 。  
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技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は， 1 マスにつき 1 文字と するこ と 。 （ 英数字及び図表を除く 。 ）  

●裏面は使用し ないで下さ い。             ●裏面に記載さ れた解答は無効と し ます。            24 字×25 字 

( 3 )  新 た に 生 じ う る リ ス ク  

 ト ラ フ ィ ッ ク の 増 大 や 生 成 型 A I の 大 頭 に よ る 設 備

更 新 の 必 要 が 有 る 。 交 換 し や す い 設 計 と す る が そ の 予

見 性 が 破 綻 す る リ ス ク が あ る 。  

1 )  解 決 策  

最 新 の 技 術 動 向 を 注 視 し 更 新 の パ タ ー ン を 複 数 想 定 す

る 。 更 新 パ タ ー ン に お け る 機 能 を モ ジ ュ ー ル と し て 分

割 す る 。 モ ジ ュ ー ル 間 の 接 続 は 標 準 的 な も の に す る 。

運 用 に お い て 最 新 の 技 術 動 向 を 見 極 め な が ら コ ス ト メ

リ ッ ト を 考 え な が ら 適 切 な 時 期 に 交 換 す る 。  
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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～04-4 情報通信～ 
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選択科目   情報通信 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   電気電子 

専門とする事項 通信ネットワーク設計・管理 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－１－３ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

１ ． フ ェ ー ジ ン グ と は  

 送 信 機 か ら 発 し た 電 波 が 受 信 機 に 届 く 際 、 障 害 物 等

の 影 響 で 伝 搬 距 離 が 変 化 す る こ と に よ る 、 受 信 機 へ の

遅 延 が 発 生 す る こ と に 伴 う 受 信 障 害 の こ と 。  

２ ． 移 動 体 通 信 が 移 動 す る こ と に よ り 発 生 す る フ ェ ー

ジ ン グ の 要 因  

 移 動 体 通 信 は 常 に 移 動 し て 運 用 さ れ る た め 、 基 地 局

と の 送 受 信 間 距 離 が 変 化 す る 。 ま た 、 移 動 す る こ と で

基 地 局 と の 間 に 障 害 物 も 入 る こ と が あ る 。 こ の た め 、

送 信 機 か ら 発 し た 電 波 が 受 信 機 に 届 く ま で に 時 間 差 が

発 生 す る 。 時 間 差 を 持 っ て 到 達 し た 電 波 が 受 診 さ れ る

こ と に よ り 干 渉 が お こ り 、 フ ェ ー ジ ン グ が 発 生 す る 。  

３ ． ダ イ バ ー シ テ ィ に つ い て  

 ダ イ バ ー シ テ ィ と は 、 受 信 局 側 に 複 数 の 受 信 ア ン テ

ナ を 設 置 す る こ と 。 複 数 の ア ン テ ナ で 電 波 を 受 信 す る

こ と で 、 複 数 の 電 波 を 同 時 に 受 信 し た 際 、 電 波 の 強 弱

を 測 定 し 、 よ り 強 い 電 波 だ け を 選 択 し で 復 号 す る こ と

で フ ェ ー ジ ン グ に よ る 障 害 を 回 避 す る 。  － 以 上 －  
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選択科目   情報通信 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   電気電子 

専門とする事項  通信ネットワーク設計・管理 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－２ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

１ ． 調 査 ・ 検 討 す べ き 事 項  

１ ） 報 道 さ れ て い る 内 容 と 、 協 力 を 得 て 行 っ た 調 査 内

容 の 整 合 性 の 確 認  

 今 回 発 生 し て い る 障 害 内 容 に つ い て 、 顧 客 企 業 か ら

協 力 を 得 て 収 集 し た 障 害 事 案 の 内 容 が 、 既 に 報 道 さ れ

て い る 内 容 と 合 致 し て い る か を 確 認 す る 。 内 容 に 相 違

が あ る と 、 ユ ー ザ ー コ ミ ュ ニ テ ィ で の 信 頼 を 失 い か ね

な い 。  

２ ） 過 去 に 知 ら れ て い な い 現 象 に つ い て 、 現 在 契 約 し

て い る 顧 客 が 利 用 す る ネ ッ ト ワ ー ク で 既 に 発 生 し て い

る か 、 ま た は 発 生 す る 可 能 性 に つ い て の 確 認  

 障 害 原 因 に つ い て 、 再 発 防 止 策 の 対 応 を 行 う 前 に 公

開 す る と 、 そ の 情 報 を 利 用 し て 悪 意 あ る 攻 撃 を さ れ て

被 害 を 受 け る 恐 れ が あ る 。  

３ ） 公 表 す る デ ー タ に 機 密 情 報 が 含 ま れ て い る か の 調

査  

 公 表 す る デ ー タ 内 に 顧 客 の 会 社 名 等 が 含 ま れ て い る

か を 確 認 す る 。 入 っ た ま ま 公 表 し て し ま う と 、 そ の 会

社 の 信 頼 に 影 響 を 及 ぼ す 恐 れ が あ る 。  

２ ． 報 告 業 務 を 進 め る た め に 必 要 な 手 順  

１ ） 報 告 す る 内 容 の 精 査  

 企 業 情 報 等 、 機 密 性 の 高 い 情 報 が 含 ま れ て い な い か

の 確 認 を 行 う 。  

２ ） 報 告 す る 時 期 の 選 定  

 参 加 し て い る ユ ー ザ ー コ ミ ュ ニ テ ィ が 利 用 す る ネ ッ
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○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

ト ワ ー ク で は 、 少 な く と も 公 表 す る ま っ た く 新 し い 現

象 に 対 す る 再 発 防 止 策 が 適 用 さ れ て い る か の 確 認 を 行

う 。  

３ ） 報 告 す る 媒 体 の 選 定  

 報 告 を 公 表 す る に あ た り 、 報 告 内 容 を 正 確 に 報 道 す

る こ と が で き る マ ス コ ミ 、 業 界 誌 等 の 選 定 を 行 う 。  

４ ） 問 い 合 わ せ 対 応  

 公 表 後 に 増 加 す る 可 能 性 の あ る 問 い 合 わ せ に 対 し て 、  

通 常 業 務 に 負 荷 が か か ら な い 様 、 問 い 合 わ せ を メ ー ル

や Ｈ Ｐ の 質 問 フ ォ ー ム で 受 付 、 解 答 が 出 来 る 体 制 を 構

築 す る 。  

３ ． 調 整 が 必 要 と な る 関 係 者  

１ ） 被 害 を 受 け た 顧 客 の 経 営 者 、 シ ス テ ム 管 理 者  

 公 表 す る 内 容 に つ い て 確 認 、 承 諾 を 得 る 。  

２ ） 自 社 の 経 営 者  

 公 表 す る 事 に よ る 自 社 へ の 業 務 等 に 与 え る 影 響 を 説

明 す る 。 そ の 後 、 公 表 す る こ と の 承 諾 を 得 る 。  

３ ） 関 連 す る ユ ー ザ ー コ ミ ュ ニ テ ィ の 管 理 者  

 ユ ー ザ ー コ ミ ュ ニ テ ィ へ の 情 報 提 供 の 時 期 、 内 容 、

提 供 方 法 の 調 整 を 行 う 。  

４ ） マ ス コ ミ  

 公 表 す る 内 容 記 事 の 確 認 、 及 び 公 表 時 期 に つ い て 調

整 を 行 う 。  

                   － 以 上 －  
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技術部門   電気電子 

専門とする事項  通信ネットワーク設計・管理 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－２ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

1 - 1 . デ ー タ セ ン タ ー と ク ラ ウ ド の 定 義  

 ・ デ ー タ セ ン タ ー  

  デ ー タ を 管 理 す る サ ー バ を オ ン プ レ ミ ス で 物 理 的

に 所 有 し て 運 用 す る 形 態 の こ と 。  

 ・ ク ラ ウ ド  

  デ ー タ を 管 理 す る サ ー バ を 独 自 で 持 た ず 、 ネ ッ ト

ワ ー ク を 介 し て 外 部 に あ る 別 々 の サ ー バ に デ ー タ を

保 管 、 運 用 す る 形 態 の こ と 。  

1 - 2 . デ ー タ セ ン タ ー を 取 り 巻 く 昨 今 の 状 況  

 デ ー タ セ ン タ ー の 運 用 管 理 に あ た っ て は 、 ク ラ ウ ド  

を 使 っ た デ ー タ セ ン タ ー の 利 用 増 加 に 伴 い 、 メ ン テ ナ  

ン ス を 行 う 事 が 容 易 で な い 状 況 に な っ て い る 。 ま た 、  

デ ー タ セ ン タ ー の 機 器 を 運 用 管 理 す る 技 術 者 の 確 保 も  

難 し く な っ て い る 。 更 に 、 新 た に 建 設 す る 際 、 災 害 に  

強 い 立 地 の 確 保 が 困 難 に な っ て い る 。  

1 - 3 . デ ー タ セ ン タ ー の 信 頼 性 、 安 全 性 に つ い て の 課 題  

1 ) 災 害 対 策 （ 安 全 性 の 観 点 ）  

デ ー タ セ ン タ ー に 供 給 さ れ て い る 商 用 電 力 は 、 地 震 や

大 雨 な ど に よ り 供 給 が 途 絶 え る 恐 れ が あ る 。 対 策 と し

て 、 自 家 発 電 機 の 整 備 や 、 大 容 量 の 蓄 電 池 等 、 デ ー タ

セ ン タ ー を 安 定 的 に 運 用 す る た め の 電 力 を ど の よ う に

確 保 す る か が 課 題 で あ る 。  

2 ) デ ー タ ア ク セ ス ル ー ト の 多 様 化 （ 信 頼 性 の 観 点 ）  

 上 記 と 同 様 に 、 デ ー タ セ ン タ ー に ア ク セ ス す る ル ー

ト に つ い て も 冗 長 化 を 図 る 必 要 が あ る 。 マ ル チ ホ ー ミ
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○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 
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ン グ 、 リ ン グ ア グ リ ケ ー シ ョ ン 、 デ ュ ア ル S I M 等 、 ユ

ー ザ ー が デ ー タ セ ン タ ー に ア ク セ ス す る 回 線 を ど の 様

に 多 重 化 す る か が 課 題 で あ る 。  

3 ) セ キ ュ リ テ ィ 確 保 （ 信 頼 性 の 観 点 ）  

 デ ー タ セ ン タ ー に は 、 世 界 各 国 か ら ア ク セ ス が 行 わ

る 為 、 常 に ウ ィ ル ス 攻 撃 を 受 け や す い 。 デ ー タ セ ン タ

ー 内 に 保 管 さ れ て い る デ ー タ の 機 密 性 、 安 全 性 、 可 用

性 を ど の よ う に 確 保 し て い く か が 課 題 に な る 。  

2 - 1 . 最 も 重 要 と 考 え る 課 題  

 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と し て 、 セ キ ュ リ テ ィ 確 保 を

挙 げ る 。 デ ー タ セ ン タ ー に 保 管 さ れ て い る デ ー タ の 安

全 な 運 用 は ユ ー ザ ー に と っ て 最 も 重 要 な 項 目 で あ る 。  

2 - 2 . 具 体 的 な 解 決 策  

１ ）  フ ァ イ ア ー ウ ォ ー ル の 設 置  

 デ ー タ セ ン タ ー の 内 部 と 外 部 の 接 続 点 に は 、 プ ロ キ

シ サ ー バ 等 の フ ァ イ ア ー ウ ォ ー ル の 設 置 を 行 う 。 プ ロ

キ シ サ ー バ を 介 し て 内 部 デ ー タ に 直 接 ア ク セ ス し な い

シ ス テ ム に よ り 、 外 部 か ら の 攻 撃 か ら デ ー タ を 守 る こ

と が 出 来 る 。  

２ ）  ウ ィ ル ス 対 策 ソ フ ト の 導 入  

 内 部 デ ー タ の セ キ ュ リ テ ィ 確 保 と し て 、 ウ ィ ル ス 対

策 ソ フ ト の 導 入 を 行 う 。 ウ ィ ル ス 対 策 ソ フ ト の バ ー ジ

ョ ン は 常 に 最 新 に ア ッ プ デ ー ト し 、 パ タ ー ン マ ッ チ ン

グ 等 の 活 用 に よ り 内 部 デ ー タ の 安 全 性 を 確 保 す る こ と

が で き る 。  
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３ ）  デ ー タ セ ン タ ー へ の 技 術 者 の 入 退 出 管 理  

 デ ー タ セ ン タ ー 自 体 に 物 理 的 に 悪 意 あ る 者 が 出 入 り

し な い 様 に 、 入 退 出 管 理 の 徹 底 を 行 う 。 入 退 出 に あ た

っ て は 、 生 体 認 証 や カ ー ド 認 証 を 活 用 し 、 許 可 さ れ て

い る 者 以 外 が デ ー タ セ ン タ ー 内 部 に 容 易 に 侵 入 し 、 デ

ー タ セ ン タ ー 内 の シ ス テ ム 等 に ア ク セ ス す る こ と を 防

止 す る 。  

３ ． 新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ れ へ の 対 策  

1 ) 新 た に 生 じ う る リ ス ク  

 新 た に 生 じ う る リ ス ク と し て は 、 新 種 の コ ン ピ ュ ー

タ ウ イ ル ス に よ る ゼ ロ デ イ 攻 撃 が 想 定 さ れ る 。 ゼ ロ デ

イ 攻 撃 に よ り 、 デ ー タ セ ン タ ー の シ ス テ ム が ダ ウ ン す

る 恐 れ が あ る 。  

２ ） リ ス ク へ の 対 策  

 対 策 と し て 、 デ ー タ セ ン タ ー に サ ー バ の 予 備 機 を ホ

ッ ト ス タ ン バ イ 、 ま た は コ ー ル ド ス タ ン バ イ の 状 態 で

準 備 す る 。  

現 用 機 が シ ス テ ム ダ ウ ン し た 際 は 、 す ぐ に 切 り 替 え

を 行 い 継 続 的 な 運 用 が 出 来 る よ う に す る な ど 、 フ ォ ー

ル ト ト レ ラ ン ト シ ス テ ム を 導 入 し 、 シ ス テ ム ダ ウ ン を

最 小 限 に 抑 え る 様 に す る 。  

－ 以 上 －  
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